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Summary
This paper presents a genre analysis of English academic research papers and discusses exploratory proposals for the 
application of a research paper-based corpus to academic writing materials development. The paper first introduces the 
development of a 3.7 million-word research paper-based corpus in six academic disciplines: sociology, education, economics, 
medicine, pharmacology, and engineering. The paper then shows an example of academic word lists and discusses the 
results of a study that was conducted to analyze two subgenres—titles and introductions—of academic research papers. In 
the study, the titles were analyzed in terms of linguistic structure and vocabulary, and the introductions were analyzed by 
means of Swales’s Create-A-Research-Space (CARS) model. The paper concludes with some pedagogical implications for 
English academic writing materials development.
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ム開発には専門教育における英語教育との連携を視野に入れる必要がある。これら両者の関係を整理するための理論
的枠組みとしては、図１が参考になる（田地野、2004；田地野・水光、2005）。
この図は、Jordan（1997）や Dudley-Evans & St. John（1998）など、ESP研究の成果を発展させたものであり、日
本の大学英語教育の目的・目標設定のための指針となりうるものである。図１によれば、「英語」は、まず、「一般目
的の英語」（EGP: English for General Purposes）と「特定目的の英語」（ESP）に大別される。次に、「特定目的の英語」
は、「学術目的の英語」（EAP: English for Academic Purposes）と「職業目的の英語」（EOP: English for Occupational 
Purposes）とに区分され、さらに前者は、「一般学術目的の英語」（EGAP: English for General Academic Purposes）と






































































































































　　例“The significance of team teaching in Japanese EFL contexts”
２．文構造（the full-sentence construction）
　　例“Team teaching makes a difference in Japanese EFL contexts”
３．複合構造（the compound construction）






社会学系 36  1 63 100
教育学系 41  6 53 100
経済学系 72  0 28 100
医学系 42 51  7 100
薬学系 50 33 17 100
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系：Perry & Shivdasani, 2005. “Do Boards Affect Performance? Evidence from Corporate Restructuring”）3）。文構造にお
いては、分野間で平叙文・疑問文の使用頻度に違いが見られる。医学および薬学の理系論文ではすべて平叙文が使
われている一方で、教育学の文構造である６タイトル中４タイトルは疑問文となっている（例 教育学系：Picard & 
Durand, 2005. “Are young children’s drawings canonically biased?”）。
次に、語彙の観点からのタイトル分析も教育的意義があるであろう。まず、当該コーパスのタイトル中には専門分
野に関係なく特定の構造タイプにおいて使用される語（句）がある。たとえば、名詞句構造あるいは複合構造におい
て revisitがすべての分野で、（過去分詞形の revisitedもしくは動名詞形の revisitingの形で）１回以上出現している









Zeng, et. al. 2005. “Recognition and cleavage of primary microRNA precursors by the nuclear processing enzyme Drosha”；
工学系：Sutter & Molinari, 2005. “Analysis of the Cutting Force Components and Friction in High Speed Machining”）。
最後に、タイトルの平均語数および構成語彙を分類した結果をそれぞれ表３、表４に示す4）。
表３　専門分野別論文タイトルの平均語数
分野 社会学系 教育学系 経済学系 医学系 薬学系 工学系
平均語数 10.7 11.6 8.7 12.6 14.2 10.9
標準偏差  4.3  3.8 3.8  4.4  5.4  3.7
表４　専門分野別論文タイトルの語彙分類（％）
一般語彙 学術語彙 専門語彙 計
社会学系 63.5 17.2 19.3 100
教育学系 65.4 15.0 19.6 100
経済学系 62.1 18.2 19.7 100
医学系 44.6 12.1 43.3 100
薬学系 41.2 10.3 48.5 100


















証データの裏づけがある（例 Anthony, 1999; Samraj, 2002）。CARSモデルによれば、イントロダクションは三つの
ムーブから構成される。ここでムーブとは、ある特定の働きを担うまとまりを意味する。第一のムーブ（Move 1）は、
当該論文が扱うテーマの重要性、あるいは一般的に認知されている事実の描写を扱う箇所である。Move 1 に見られ
る典型的な表現として、“has become an important aspect of”、“has been studied extensively”、“A standard procedure 
has been…”、（Swales, 1990, p. 144, 146）などが存在する。第二のムーブ（Move 2）は、先行研究がこれまでに扱わ
なかった領域（当該論文が埋める隙間）を述べる箇所である。多くの場合、“however”、“no”、あるいは、“little” な
どの否定表現が用いられ、“need to be analyzed”などの表現によって当該研究の必要性・重要性を強調する（ibid. 
p. 155, 156）。また、第三のムーブ（Move 3）は、当該論文の内容紹介を行う箇所である。ここには研究方法の紹介、
研究結果のまとめ、論文の構成についての描写が含まれる。Move 3 では、“in this paper”や“methods”などの語句
が使用されるとともに、“I”や“we”といった一人称の代名詞が用いられることが少なくない。なお、これらの三








１．イントロダクションにおける「Move 1→Move 2→Move 3」の展開パターンの割合は、社会学系論文では50.0％、
教育学系6.7％、経済学系30.0％、医学系30.0％、薬学系60.0％、工学系36.7％である。一方、「Move 1→Move 2
→Move 3」を含む展開パターン（例「Move 1→Move 3→Move 1→Move 2→Move 3」）6）の割合は、社会学系が
23.3％、教育学系60.0％、経済学系43.3％、医学系40.0％、薬学系10.0％、工学系50.0％となっている。また、同
一分野内でも、雑誌ごとに当該展開パターンの使用に差異が存在する。たとえば、経済学系の雑誌 Journal of 
Economic Theoryと Journal of Political Economyの場合、前者では「Move 1→Move 2→Move 3」の展開パターンが
全体の60％の割合で使用されているが、後者ではこのパターンは皆無である。





イントロダクションでは、Move 1 が全ムーブの70％以上を占めている。他方、経済学系ではMove 3 が60％以
上を占めている。
上記１から３の結果より、分野間で割合に違いはあるものの、「Move 1→Move 2→Move 3」の規範的展開パターン
が全分野に共通して使用されていることが分かる。また、同一分野内においても雑誌によって展開パターンに偏りが
見られるが、これは各雑誌が対象としている研究内容や特定の専門家集団に違いがあることが原因として考えられる
（Ozturk, 2007）。たとえば、同一分野ながらも展開パターンに大きな違いが見られる経済学系雑誌 Journal of Economic 
Theoryと Journal of Political Economyでは、雑誌が対象とする研究テーマ・内容が異なるといわれている7）。
次に、「Move 1→Move 2」の展開パターンが反復している論文の割合が、医学系や工学系において相対的に多い
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Move 1 Move 2 Move 3 合計
社会学系
平均（％） 46.9 13.6 39.5 100
標準偏差 24.4 13.4 26.3
教育学系
平均（％） 58.9 11.8 29.3 100
標準偏差 23.6 15.8 24.0
経済学系
平均（％） 31.4  4.6 64.0 100
標準偏差 14.9  4.4 15.7
医学系
平均（％） 72.1 10.4 17.5 100
標準偏差 13.9  9.3  9.4
薬学系
平均（％） 74.0  9.5 16.5 100
標準偏差 12.2  8.8  8.5
工学系
平均（％） 41.4 15.8 42.8 100
標準偏差 19.4  9.1 21.4
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General Service List（West, 1953）に掲載されている語、学術語彙とは Academic Word List（Coxhead, 2000）に
掲載されている語を指し、専門語彙はこれらのリストに掲載されていない語を指す。
５） 　Swales CARS model (Swales, 2004, p. 230, 232) 
Move 1: Establishing a territory (citations required)
Topic generalizations of increasing specificity
Move 2: Establishing a niche* (citations possible)
Step 1A Indicating a gap
or
Step 1B Adding to what is known
Step 2 (optional) Presenting positive justification
Move 3: Presenting the present work (citations possible)
Step 1 (obligatory) Announcing present research descriptively and/ or purposively
Step 2**(optional) Presenting RQs or hypotheses
Step 3 (optional) Definitional clarifications
Step 4 (optional) Summarizing methods
Step 5 (PISF***) Announcing principal outcomes
Step 6 (PISF) Stating the value of the present research
Step 7 (PISF) Outlining the structure of the paper
*   Possible recycling of Move 2 - Move 1
**  Steps 2-4 are not only optional but less fixed in their order of occurrence than the others
*** PISF: Probable in some fields, but unlikely in others
 本研究では、ムーブに注目して分析を行ったが、テキストの目的（purpose）、読み手（audience）、情報
（information）、言語（language）などの観点から分析を行っている研究もある（例、野口他、2007）。
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